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市では、 2023 年 3 月に、 岩波駅周辺の 「ま ちづ く リ デザイ ン」 の基本的な指針で ある 「岩波駅

周辺 ま ちづ く り の道 し る べ」 （以下、 「道 し る べ」 と いう 。） を作成 し、 岩波駅周辺整備の具現化 に

際 して、 道 し る べに沿 って関係機関と 協議 ・ 調整を行 って き ま した。

今年度新た に作成 し た本書 「岩波駅周辺 ま ちづ く り の道 し る べ 〈技術編〉」 （以下、 〈技術編〉 と

い う 。） は、 「道 し る べ」 を さ ら に発展 さ せた、 本事業 に関わ る 設計 ・ 施工者のためのガイ ド ラ イ

ンです。

設計図面にはデザイ ン監修者の意図を記すこ と がで き ません。 そのため、 設計方針の実現に向け

たデザイ ンの考 え方を 〈技術編〉 で示すも の と し ます。 「道 し る べ」 と 〈技術編〉 を合わせて参照

する こ と によ り 、 設計意図を よ り 深 く 理解する こ と がで き、 今後の設計や施工の手助け と な る と と

も に、 事業完了後の維持管理において も 、 こ の考え方を継承 して いく も の と し ます。

「道 し る べ」 の主題 『富士山麓の美 し い風景に未来技術が溶 け込む、 地域が主役の まちづ く り 』

の理解を深め、 引き継がれて い く まちづ く リ デザイ ン と な り 、 市民や利用する 方々が岩波駅周辺の

まちを大事に し た く なる 思いが芽生える 空間と な る こ と を願 う と と も に、 心地の良い日常の一部 と

なる 岩波駅周辺の まちを 目指 し ます。
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2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度 2024 年度 2025 年度 2026 年度 2027 年度以降

p~ ~ 
駅前広場等

緑道

横断歩道橋 ＿ 設計

設計

本書に沿って

詳細設計、 エ事を 実施

駅前広場等工事

本書を維持

管理に活用

全体 ［ ワーク シ ョ ッ プ ・市民が自白に楽しむ試行

事業工程と 〈技術編〉 活用のイ メ ージ
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■置 交 流 と 賑 わ い を 生 む 居 場 三 ＼＼＼＼＼＼＼＼ヽ

交流 ・ 賑わいを生むアイディアのタ ネ し

,. ~ \)、
岩波駅周辺企業へのヒアリング結果や市で

実施したアンケートの結果等をも とに、 賑わい

づくりや官民連携事業に活かしていくための「ア

イディアのタネ」 と してとり まとめました。

デサインの考え方においては、 これらの活動

を想定した空間のありかたを検討しています。

r
イ、

I／

山
向

庄ヽ方
ヽ

’‐

黄瀬川沿いのi; ~ >- 
樹林地ン I 

ョr ― - ―n - /けじ も ― 文,)- \ ,,.岩岩岩岩岩岩岩岩I II ---,, \ f 
" •.岩こ こ↓I~, 表記．した 全 て'®if1 ディ ア の、タ ネ を 実現 す る も の で はあ り ませ ん。

今 後 固 意 見 を頂 ビ な、お9 らべ、夕事，業遠 進あ て い き た しヽ ど 考 えて ば ま~r;!- 

背 、門~;〖 ‘ノキてイ ヘ1 ン~ ~ や 自、； ．＼； ； ＼を＼し~ ) ~ 」こ ~ ~-~

。張り 出しデッキから黄瀬

川を眺めたい

• 富士山を眺めながら休

憩したい

• 食事を楽しみたい

・ 複数人で会合をしたい

・ 友達と会話を楽しみたい

・ 天気の良くない日も 快適

に使 いた い （屋根 ・ テ

・ パソ コ ン作業用の電源
ント、 照明）

がほしい
・ 近くに手を洗う 水道がほ

・ 散歩やジョ ギングをしたい

・ パーソナルモビリティ に乗りたい

・ シェアサイ クルを使いたい

• 1 人で本を読みたい
しい

・ 送迎を待つ場所がほしい

50m 

・ 市民ワーク ショ ップができるス
ペースがほしい

・ ワーク ショ ップで製作 したも の
や道具な どを置きたい [\

・ 案内板や誘導サインがほしい

·- 
え，

・製作 した竹灯か り を並べたい
（お）

• 野外にアート作品を展示したい

• 富士山をバック にした撮影ス
ポット （写真映えするポイント）

がほしい

―
・ 散歩やジョギングを したい

・ シェアサイク ルを使いたい

き

・天気の良くない日

も 快適 に使 いた

い （屋根 ・テント、

照明）

• 富士 山を 眺め な

がら休憩したい
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1 だ、, ·
参考画像 市民ワークショップの竹灯かリイベン トの様子

・ 食事を楽しみたい

・ パソコン作業用の電源がほしい

• 1 人で本を読みたい

。勉強や自習 ・ 宿題をしたい

・ 複数人で会合をしたい

・友達と会話を楽しみたい

・ 天気の良くな い日も 快適に使い

たい （屋根 ・テント、 照明）

・ 近くに手を洗う 水道がほしい

つ，，

・ ひまわり を植えて、 水やり を
して育てる場所をつくりたい

．植栽等への潅水のため、 水

道がほしい

こ
・ マルシェ な どのイ ベン トを

行いたい

・ キ ッ チン カ ーが 入 れる ス
ペースをつく りたい

・ イベン ト用の電源がほしい

・ 水道施設がほしい

・ おしゃれな カフェでお茶 し
たい

・ きれいな トイ レを使いたい

• ス ーパーの移動販売が来
てほしい

・ 犬の散歩を したい

・ ひまわ り を植えて水やり を
して育てたい

・ 市民ワーク ショ ップができ

るスペースがほしい

◆ 散歩やジョ ギングを したい

◆ シェアサイクルを使いたい

・ 黄瀬川を眺めたい

• 富士山やイベントの様子を眺めたい

・ 地区の祭 り をする ため
のスペースがほしい

・ 防災訓練をする ための
スペースがほしい

。車での搬出入ができる
管理用通路がほしい

・ 市民 ワ ーク ショ ッ プが
でき る ス ペース が ほし

・ パーソナルモ ビリ ティ のスム ー
ズな乗り降りがしたい

・ シェアサイクルを使いたい

。誘導サイ ンがほしい

= 
※ウーブン ・ シティ はトヨ タ 自動車 （株） が建設を進める実証実験の街であり、 裾野市の整備計画に含まれていません。
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〇 設計方針 の実現 に向けた デザ イ ン の考 え方

「岩波駅周辺地区ま ちづ く り 基本計画」 における まちの将来像へのア プロ ーチ と して、 「まちづ く り の道

しるべ」 では 「富士山麓の美 しい風景に未来技術が溶け込む、 地域が主役のまちづく り 」 を主題 と した設計

方針を設定 して います。

I 設計方針

富士山、 愛鷹山、 箱根山の

1 すそ野に広がる ふる さ と の

原風景を大切にする まちづ く り

・冨士山の眺望を活かした空間づく り

・黄瀬川の眺望と崖線の緑を活かした空間づく り

。溶岩の石積みや水路など、 岩波の歴史を継承する空間づく り

・地元産芝生など地場の技術を活用した空間づく り

・周辺景観と調和したデザイ ン ・ 素材 ・色彩の選定

未来技術を取 り 入れ、 住む人 ・ 働 く 人 ・ 訪れる人

2 にと って居心地と 使い勝手の良い

岩波の価値を高める まちづ く り

・歩行者が安心安全で、 気持ちよく歩き憩う 広場のよう な道

づく り

・パーソナルモビリ ティ や自動運転など新しいモビリ ティ に

対応できる空間づく り

・ カーボンニュートラルや自然エネルギー発電など地球環境

にやさ しい空間づく り

。多様な利用者や利用に対応可能な使い勝手の良い交通広場

づく り

人 と 人と の交流が賑わ いと

3 心地よ い公共空間を創 り 出す

人が主役のまちづ く り

・市民目線 ・市民協働の計画づく り

。子どもから高齢者まで多く の市民の日常的な居場所と なる

場づく り

・来訪者も気軽に利用ができる交流と賑わいの場づく り

・市民が公共空間を活用し主役となって活躍できる仕組みづ

く り

・新たな交流や賑わいづく り を支援する仕組みづく り

設計方針を踏 ま え、 本冊子 「まちづ く り の道 しる べ 〈設計編〉」 では、 各設計に具体的なデザイ ン方針 と

して落と し込むため、「実現に向けたデザイ ンの考え方」を設定 し ま した。こ のあ と の 5 章「デザイ ンの考え方」

において、 こ れらの記号、 番号を付記する も のと し ます。

【実現に向けたデザイ ンの考え方】

” 岩波駅から ウ ーブン ・ シティ までの広場、 道、 公園の一体的な景観形成を行 う 。

⊂亘） 舗装、 付属物、 サイ ン、 色彩、 照明な ど統一 したデザイ ン と する

― 岩波の風景を尊重 し、 富士山 ・ 箱根山 ・ 黄瀬川への眺望を大事にする ため、 m 望
を妨げな い工夫に努める。

饂 歩行者動線か ら富士山 ・ 箱根山への遮蔽物を減らす

⑫ 高欄や柵等、 立ち上がる 構造物には透過性を持たせる

~ 視線の高さ 以上の支柱を減 らす

― 岩波の歴史を継承する こ と を意識 し、 溶岩の石積みや水路な どの地域資源や素材

ニ琴 する。

C 三D 既存用水路の活用

©) 周囲の緑に調和 した 自然由来の素材の選定

― 周辺景観 と の調和を図る ため、 構造物が主張 しない配膚，をする。

CH) 橋梁等の水平基調の景観では、 ス レンダーな形状を選定 し、 構造物を最小化する等見えにく く
する設えを検討する

露 高低差処理は土 （法面） を基本と し、 擁壁構造 と な ら ないよ う に努める

. 遍 心地よ い公共空間の醸成を支援する ため、 交流 ・ 1 賑わいがある居場所の設えづ く

り を意識する。

饂 座 り 場を中心 と した複数の場 （陰り 場／眺め場／話 し場／巡 り 場／灯 り 場／食場） を設ける

― 上記を踏 まえた上で、 次世代モビ リ ティ に対応 した空間づ く り な ど、 未来技術を

取 り 入れる こ と を検討する。

∈亜） 次世代モ ビ リ ティ の走行性や安全性を確保する 検討

饂 市民活動を支援する検討

⊂亜） 環境負荷低減を図る検討

〇 国道246 号新御宿横断歩道橋 （仮称） 周辺では、 ウ ーブン ・ シティ の入 り 口が利

用者の視界に入 って く る ため、 ウ ーブン ・ シティ と 親和性を持たせる こ と を意識

したデザイ ンを検討する。

.. 良好な景観を保つために維持管理面に配慮する。

<ill) 維持管理 しやすさ を考慮する こ と で、 長 く 良好な状態を保て る よ う に留意する

<ID) 経年変化を踏まえた素材等を使用する よ う に考慮する
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日 全体図

動線と視点場の整理

本事業によ り、 3 つの橋と公園内

の緑道等 を含 む 1 本の道 と して、

岩波駅からウーブン ・ シティ まで S 
字を描くよう に、 市道 1264 号線が

付け変わ り ます。

構造物等のデザイ ンを検討する に

あたり、 場所の特徴や使い方等を踏

まえ重要と なる視点場を抽出しまし

た。 また、 視点場か ら の眺望や構

造物の見え方、 考慮すべき事項 な

どを整理しました。

ウーブン ・ シティ の入口にあたる
国道 246 号横 断歩道橋で は、
歩車道境界縁石を活用 したベン
チの設置等によ り、 多様な交流
が生まれる きっかけの場 となるよ
う デザインします。

※
ウーブン ・ シティ

国道246 号横断歩道橋~ りり

iJ

曲線橋付近は、 富士山の眺望
と と も に、 ウーブン ・ シティ ま
で一連の弧を描く景観を楽 し

'✓1 むこ とのできる空間と します。

また、 下部の国道 246 号を走
行する車両からも 、 国道 246 
号横断歩道橋から曲線橋、 公
園までが一体的な構造物 と感
じられる よ う 、 橋梁の上部工
断面形状の見え方や付帯物の
色彩 。形状等を揃えます。

、OJ~~ 

旧市道 1264 号線は、
黄瀬川の流れを感 じ
ながら散策を楽しめる
空間と します。

公園内には滞留空間
と してデッキやベンチ
を設 け、 富士 山への
眺望に配慮します。

市道 1264 号線は、 歩行者だけでなく 自転車やパーソナル ・ モ
ビリティも 通行し、多様な交通モードヘの対応を計画しています。

黄瀬川橋梁から ウ ーブン ・ シティ までは登 り 勾配と な る ため、
歩行者が休憩できる よう 配慮します。 また、 通行時の富士山ヘ
の眺望を意識して検討します。

公園の張 り 出しデッキから
は、 黄瀬川の溶岩や箱根
山が眺められます。

また、 黄瀬川橋梁 と と も
に黄瀬川を挟んで囲むよ
う な空間が生まれます。

黄瀬川橋梁は、 側面が見え
やすい位置に架かって いる
ため、 富士見橋からの景観
への配慮や、 黄瀬川 との調
和に配慮します。

凡 例

視点場 ¥¥ 
ホベ…ジにCG 

本ページでは視点場のCG を抜粋
して掲載しています。全ての視点
場は、5 章の工リア毎のトップペー
ジをご確認ください。

:::::I 岩波駅周辺では、 地域資源で
ある用水や溶岩を活か した水
景施設と、 休憩施設を配置し、

ン 1 人々の 日常的な憩いの場を創

／
出します。

※ウーブン ・ シティ はトヨ タ 自動車 （株） が建設を進める実証実験の街であり、 裾野市の整備計画に含まれていません。

6

施工の進め方 ヽ本事業の施工は、 ウーブン ・ シティ

側の 「国道 246 号横断歩道橋エリ ア」 ―

か ら始 ま り、 岩波駅 へ向かって、 「黄

測II 公園エ リ ア」、l 黄瀬川橋梁干 リ
ア」、 「岩波駅周辺 リ ア」 の順に実施

します。 I I 
※※「駅前拠点誘導施設 （賑わい拠点誘導施設）」 「観光交流拠点 ・情報発信施設」 については民間活力を活用した整備を検

討します。
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■ デザ イ ン対象

以下の図は、各構造物におけるデザイン対象を整理したも のです。次章の「デザイ ンの考え方」では、これらを「全

エリ ア共通」 の考え方と 「デザイ ン対象物」 の考え方に区分し、 後者については、 さ らに 「全体」 と 「エ リ ア毎」

に分けて整理 していきます。

動線計画 ・視点場

全エ リ i ア共通

景観形成

色l 彩
未来技術

デザイ ジ対象物

図体

1

3

ー

1

全

―

―

^
U

2

4

76

1

ー

1

P

P

P

P

．．．．．．．．．．．．
橋梁 道路 公園 駅前広場

■□’ デザ イ ン の考 え方

全
体
で
整
理
（
P
1
6

S)

P16-17 舗装 〈全エ リ ア共通〉
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サイ ン ・路面標示

構造物

境界縁石

地覆

上部工

下部工

・ 国道246 号横断歩道橋エ リ ア
・黄瀬川公園エ リ ア
・黄瀬川橋梁エ リ ア

・ 国道246 号横断歩道橋エ リ ア
・ 黄瀬川公園エ リ ア
・ 黄瀬川橋梁エ リ ア
・ 岩波駅周辺エ リ ア

飛石

デッ キ ベンチ

階段

！
張 り 出しデッ キ

水景施設

シ ェ ルタ ー

駐 車 場 ※

ロ ータ リ ー※

・ 黄瀬川公園エ リ ア
• 岩波駅周辺エ リ ア

！ ：l 賑わい拠点施設、 モビリ ティ ハブ彎
． ！

I ・岩波駅周辺エ リ ア

8
※民間活力を導入 した整備を検討中であ る ため、 現時点では記載 していません ，
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(1) 岩波駅周辺の良好な景観形成

景観形成を誘導すべき 区域 と 対象

当該 事 業 エ リ ア

・

等
路
園

道
公

建 築物

（公共 事 業 ）

裾 野 市 が 主 体 と な り 、

「道 し る べ」 ・ 〈技 術 編 〉

に 沿 っ て 、 良 好 な 景 観

形 成 に 配 慮 し て 事 業 を

進 め ま す。 ~ 2026 年

（既 存 の 道 路 。公 園）

修繕 ・ 管理時に景観への配慮 と

維持管理の低減化を図 り ます。

（ （仮 称 ） 御 宿 岩 波 線 ）

景観上重要な 公共施設で あ り 、

〈技術編〉 への追加検討 を 含め

良好な景観形成を図 り ます。

2026 年～

景 観 ア ド バ イ ザ 一組 織 J 
（デザイン監修） 1 } 

（駅 前 拠 点 誘 導 施 設 ）

駅 前 拠 点 誘 導 施 設 の 民

間 事 業 者 と 連 携 し 、 良

好 な 景 観 形 成 に 努 め ま

す。 ~ 2029 年

当該 事業 エ リ ア 周 辺

（民 間事 業 者 、 建 物所 有 者 ）

有効 な 景観 形成誘導手法 を 検

討 ・ 制度化 の 上、 民 間事業 や

個別建築物 の 景観誘導 を 図 り

ま す。 2026 年～

当該事業エ リ ア周辺の
範囲の想定 と 規制の内容について

① 岩波駅周辺都市機能誘導区域

範囲 ： ま ちづ く り 計画の範囲

② 近 隣 商 業地 域

範囲 ： 県道及び市道 1-12 号線沿道

規制内容 ： 「道 し る べ」、〈技術編〉、
及び景観形成誘導手法

現時点で想定 さ れる 景観形成誘導手法

公 共 事 業 だ け で は な く 、 岩 波 駅 周 辺 地 区 全 体 の 良 好 な 景 観 形

成 を 図 り 、 維 持 し て い く た め の 誘 導 手 法 を 検 討 し ま す 。

提案 1 景 観 形 成 重 点 地 区 及 び 景 観 重 要 公 共 施 設 （裾 野 市 景 観 計 画 ）

規 制 対 象 範 囲 ： 当 該 事 業 エ リ ア

提案 2 商業地景観 ゾ ー ン （裾野市景観計画、 土地利用別景観形成方針 よ り ）

規 制 対 象 範 囲 ：② 岩 波 駅 の 近 隣 商 業 地 域

提案 3 地 区 計 画 等

規 制 対 象 範 囲 ：① ま ち づ く り 計 画 の 範 囲

i\ . '\ご"
● 事業対象エリ ア

I 喜悶it ラこ1 隻 をて戸: 升: 門門悶t 戸
歩 道 橋 、 駅 等 の 景 観 重 要 公 共 施 設 の
指 定 を 加 え る 。

I 定 住 促 進 の た め の 宅地 整 備 を 目的 と
し た 土 地 区画 整 理 事 業 が 行 わ れ る 場
合 に 、 同 時 に適 用 す る 。

行政の役割

景 観 ア ド バ イ ザ ー 組 織 （専 門 家 の 意 見 ・ デ ザ イ ン 監 修 ）

岩 波 駅 周 辺 の ま ち づ く り で は 、 ま ち の 一 体 感 を 創 出 す る た め 専 門 家 の ア ド バ イ ス を 得 て 検 討 を 進 め

て い ま す 。 地 区 内 の 先 行 す る 事 業 は 、 計 画 段 階 か ら 施 工 段 階 に 移 り ま す 。 施 工 段 階 に お い て も 、 技 術

編 の 精 神 ・ 目標 と し て い る デ ザ イ ン が 確 実 に 実 現 で き る よ う 、 引 き 続 き 専 門 家 の ア ド バ イ ス を 得 て 進

め ま す 。

岩 波 駅 周 辺 ま ち づ く り 推 進 会 議 （ ま ち づ く り の チ ェ ッ ク ）

岩 波 駅 周 辺 ま ち づ く り 推 進 会 議 で は 、 デ ザ イ ン の 方 向 性 の 確 認 だ け で は な く 、 ウ ー ブ ン ・ シ テ ィ の

整 備 に よ る 周 辺 環 境 の 変 化 に 応 じ た ま ち づ く り 全 体 の 進 捗 管 理 や 、 利 活 用 に 向 け た 取 組 な ど の 意 見 交

換 を 継 続 的 に 行 っ て い き ま す 。

岩波駅周辺の景観計画

良 好 な 景 観 形 成 の た め の 計 画 制 度 と し て 、 裾 野 市 景 観 計 画 （平 成

25 年 3 月 ） が 定 め ら れ て い ま す。岩 波 駅 周 辺 の 良 好 な 景 観 形 成 に

向 け た ま ち づ く り の 指 針 と な る よ う 、景 観 計 画 の 改 正 に つ い て 検 討 を

進 め ま す 。ま た 、施 設 の 屋 外 広 告 物 や 掲 示 物 に つ いて も 、誘 導 基 準 ヘ

の 配 慮 を 促 し て い き た い と 考 え て い ま す。

景 観 計 画 に お け る 岩 波 駅 周 辺 の 位 置 付 け

裾 野 市 景 観 計 画 （平 成 25 年 3 月 ） の都 市 景 観 形 成 方 針 図 にお

いて 、岩 波 駅 周 辺 は 「市 の 顔 と な る 駅 周 辺 部等 の 景 観 の 向上 、賑 わ

い あ る 商 業 地 景 観 の 創 出」 に位 置 付 け ら れ て い ます。

地 区別 の 区分 は 「深 良地 区」 に該 当 し、 岩 波 駅 を 中心 と した 市 街

地 に おいて は 、以 下 の 方 針 が示 さ れ て い ます。

『後 背 の 箱 根 山の斜 面緑 地 景 観 と 調 和 する 、

地 区の 拠 点 と してふ さ わ し い景観 づ く り を 進 め る 』

な お、建 築物 の建 築 や工 作 物 の 建設 、維 持 管 理 運 営 にお いて は 、

上 記 方 針 、及 び下 表 の 「良好 な 景観 形 成 の た め の指 針 」 に適 合 する

よ う 努 め る こ と と さ れ て い ま す。ま た 、 行 為 の規 模 や要 件 に よ って

は 、景 観 法 第 16 条第 1 項 に基 づ く届 出が 必 要 と な って い ます。

斜面緑地ゾーン

農地・集落地景観ゾーン

住宅地景観ゾーン

ロ■） 商業地景観ゾーン

工業地景観ゾーン

都 市景 観 形 成 方 針 図 （部 分 ）

現在、岩波駅周辺は 「住宅地景観ゾ ーン」 （黄
色） と な って いる。

景観形成誘導手法の提案 2 (P.10) は、 「商
業地景観 ゾ ー ン」 （ピ ン ク ） で あ る 裾野駅周
辺のよ う に、岩波駅周辺の近隣商業地域を 「商
業地景観ゾ ーン」 と して適用する手法であ る。

良好 な 景観 形 成 の た め の 指 針

対 象 制 限 の 内 容

配 置
• 富士山などの眺望を阻害しないような配置とすること。
・周辺の地形やまち並みなど周辺景観から突出した印象とならないような配置とすること。

高 さ • 富士山などの眺望景観や自然景観、周辺のまち並み景観を阻害しない高さとすること。

形 態 ・建築物の形態や屋根形状は、後背の自然景観との調和に配慮するとともに、 まち並み景観の統ー感や連続性を高めるものとすること。

壁 面 ・建築物の壁面は、威圧感をできる限りなくすこと。

色 彩
・建築物の壁面、屋根及び工作物の色彩は、周辺景観や後背の自然景観との調和に努め、彩度は抑えること。
・色数は全体で5 色以内となるように努め、木・土・コンクリート ・ガラスなどは、その配色が著しく目立った印象とならないようにすること。

材 料 ・材料は、外観の変化をすぐに起きないもの、 または年月とともに落ち着いた雰囲気の出る材料の使用に努めること。

・屋上に設ける設備 （給排水管、ダク ト、受水槽、冷却塔、アンテナなど） は、外部から見えにくい場所に設置する、 または目隠しなどにより
見えないようにすること。

付 帯 設 備 • 太陽光発電設備は、 目立たない場所への配置や周囲を植栽で日隠ししたりするなど、周辺から見え難くなるように努めること。
。太陽光発電設備の太陽電池モジュール （バネル） は、反射が少なく模様が目立たないものの採用を図るとともに、設置場所との色彩の調和を図

ること。

垣、 柵、 門柱 ・ 門扉 ・道路等に面する相などの施設は、建物本体や周辺のまち並みと調和するよう形態や色彩を工夫し、圧迫感のないものとすること。

植 栽
・敷地内の既存樹木は、極力保全し、修景に活かすよう配慮すること。
・敷地内や建築物等の緑化や花による修景に努めること。

（参 考 ） 裾 野 市 の 景 観 重 要 公 共 施 設

道 路 ： ① 市 道 4008 号 線 、4053 号 線 、4054 号 線 （パ ノ ラ マ ロ ー ド ）／ ② 国道 469 号
／ ③ 一 般 県道 富士 公 園 太郎 坊 線 （富士 山 ス カ イ ラ イ ン ）

公 園 ： ④ 中央 公 園／ ⑤ 小 柄 沢 緑 地

ン ①
ヽ ｀ヽ

：、三 ;:、S1_ 
10 11 
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(2) 色彩

・ 面 的で連続性 の あ る 整備 で あ る こ と か ら 、 色彩 の統一性 を 確保 し、 景観 に配慮 する 一
・ 岩波 の風景や 富士 山、 箱根 山、 黄瀬川 へ の眺望 を 妨 げな いよ う 、 構造物 及 び道路 附属物等 の色彩 は、 対 象

地 の 「自然地」 に近 い景観 の特徴 を 踏 ま え た 明 る め の色彩 と し、 軽 やか な 印象で背景 に馴染 ま せ る C□D 
・ 道路 附属物 の色 彩 は黄赤 の色 味 を抑 え る こ と を 基本 と し 、 竹 チ ッ プ舗装 や洗 い出 し舗装 の 自然 な 骨材 の色

味、 植物 の緑 や青色基 調 の空 な ど 「自然 地」 の色合 いが感 じ ら れ る よ う 配慮 す る 一
・ 経年 変化 によ る 色 味の変化 を考 慮 し、 耐久性 の高 い素材 や徐 々に周辺景観 に馴染 む素材 を 採用 する ●□D 

國

対 象地の特徴 と 道路 附属物の 塗装色 が与 え る 景観へ の影響

ふ じのく に色彩 ・ デザ イ ン指針 （静 岡県） によ る と 、 対 象地 は緑地 面積 が 少 な く、 空の比率 が高 い開放 的な

景観 であ る こ と か ら 、 山間地で はな く 「自然地」 に近 い特徴 を有 して い ます。 そのた め、 本事業 の高欄 等 の道

路 附属物、 ファ ニチャー類 は、 明度 を高くする と 背景色 （空） と 調和 しやすい と考 えら れ ます。

色 が全体 の 印象 に与 える 影響 は大 きく、 特 に、 設 置 さ れ る 場所 の周辺景観、 設 置物 の塗装面積 によ って 印象

が異 な り ます。 本事 業で は高欄 に裾 隠 しが備 えら れる 等、 設 置物 の塗 装 面積 が 大 きく な る 場所 も あ り 、 ガイ ド

ラ イ ン ・ 指針で推奨 さ れる 4 色の う ち、 最 も 明度 の低 いダーク ブラ ウ ン と した場合、 背景色 に対 して重た い印

象 を与 え ます。※1 

ー方、明度の高 い 2 色で は、空 を中心 と した青基調 の背景色 (YR 系基調で はな い） を考慮する と 、グ レーベ ー

ジュ に比 べ無彩 色 に近 いオフグ レーの ほう が、 風景 に馴染みやすく な り ます。※2 (下表、 波線部）

色彩 につ いて は、ふ じ の く に色彩 ・デザ イ ン指針 （静 岡県）、景観 に配慮 した 道路付属物等 ガ イ ド ラ イ ン （国

土交通省） 等 の指 針や ガ イ ド ラ イ ン と の整合 を 図 る も の と し ま す。 基本 と する4 色の特徴 と 留意点 (0 長所、 ◇短所）

ふ じ の く に色彩 ・ デザ イ ン指 針 に よ る 対象地 の分析

青色

雪化粧を した富士山

の白系の明るい色

樹木を中心と した

緑色
土の茶系の色

ただし公園整備によ

り変わる可能性あ り

■ 森 林 （針 葉 樹 ）

山同地 を 通過す る 区間 の沿道で 、 植林 （針 葉樹） の濃 い縁 ・ やや暗い景観

を1 して い る。 斜 面地 を 通過す る 区間が多 く 、 山側は法面、 谷側 に樹林 が

見 られ る 。 ま た 、 谷側 に． 眺望が開 けて いる 区間 も あ る ，

■ 森 林 （広 葉 樹 ）目~:斃 響 鼈 ，区月; :岩塩ぷ弯論 ぷ製［日~,; ~~蓋·::i こも
林 が見 られ る ， ま た 、 谷側に、 眺望 が開け て いる 区間 も あ る

■ 地形優 先
擁壁や法面のやや暗 い景観 を 呈 して いる。 地形の起伏 が激 し く 、 沿道上地
利 用が景 観 と して意織 さ れず、 沿道 に擁壁や法面が 多く 見 られ る ．

■茶畑 ・ 果樹園
茶葉や果樹 の葉は明 る ＜ ・ 軽や かな 蘇の景観 を 量 してい る 。
背景や逮景 には、 森林 ・ 樹 林地 の濃い紐が見 られ る ま た ．

季節に よ っ て業の 色は大 き く 変化す る 。

tJ 
■芝地 ・ 田

：： 芝 や稲は明 る ＜ ・ 軽や かな緑の景観 を 里 して いる 。 季節に

日 ょ っ て葉 の色は大 き く 変化す る （初夏は軽やかな緑 、 秋は
稲 隠の と 、 冬は■壌 の色） 。 背景や遠 ス には、 森林 ・ 樹林

地 の濃い緑が見 られ る。

■晨 山村集落 ・ 荒地

生垣や宅 地内植栽 な どによ る 緑■は Jt 較的鬱かな 景観 を 呈
し て いる ． 荒地で は、 草の緑や裸地の上の景観 を 皇 し て い

る。 背景 や遠景には、 森林 ・ 樹林地の濃い緑が見 られ る 。

』
嬉
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．

既
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な

壁

■

工
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を
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■湖 ・ 河川
川面や湖水面、 空な ど の明 る ＜開放的な 景観 を呈 して いる 。
沿岸 には森 林、 住宅地 、 エ業地な ど 多様 な 色彩が 見 られ る 。

■海岸 ・ 港湾 ・ 漁港 ・ 漁村集落
木平線 や海水面 ． 空な どの明 る ＜開放的 な景観 を2 じてい
る。 近景は磯浜 ・ 岩霞 、 漁港 ・ 港湾施設 が見 ら れ 、 背景や

遠景は森林 ・ 樹林地の濃 い緑が 見ら れ る 。

対象地 の特 徴

基本色名称 色の特徴 使い分けを検討する 際の留意点
及び

マンセル値

ダ ーク グ レー 彩度が極めて低いた O 沿道景観を選ばない （汎用性が高い）

1 OYRJ.0/0.2 め、 無彩色に近い印 O 都心部や駅周辺など、 景観をコン トロールする場合の使い勝手が良い
象を与える こ とがあ ◇明度、 彩度が低いため歴史的な街並みと調和しやすい
る濃灰色 ◇塗装面が大きい演路附属物への使用や、 開放的な沿遵空間のある演路での使用は、

重たい印象となることがある

ダ ーク ブ ラ ウ ン 4 色のなかで明度が O 沿道景観を選ばない （汎用性が高い）

1 OYR2.0/ 1.0 最も 低いため、 ダー O 明度が低いため、 樹林地帯等のやや閉鎖的な自然景観のなかで道路附属物の存在感
クグ レーよ り も 暗い を主張しすぎない
色に感じられる こげ O 明度、 彩度が低いため歴史的な街並みと調和しやすい
茶 ◇塗装面が大きい道路附属物への使用は重たい印象となることがある ※ 1 

◇彩度は低いが赤の色味があるため、 経年変化による退色で赤みが浮き上がる場合が
ある

オ フ グ レ ー 色味をあま り 感じな 0 周辺が比較的明るい色彩を基調とする地域の景観と調和しやすい

5Y7.0/0.5 い明るい自然な灰色 OYR 系以外を基調とする街なみにも調和しやすい ※2 
O 明度が高いため、 連続する道路附属物等においては、 視線誘導効果が高い
◇鬱蒼と した樹林地や閉鎖的な沿道空間のある道路においては、 塗装面が大きい道路

附属物等に使用すると 目立ちすぎる場合がある
◇明度が高いため、 夜間景観においては光を反射して必要以上に目立つ可能性がある

グ レ ーベ ージ ュ 黄赤の色味の彩度を 〇開放的で明るい色彩を基調とする地域の景観と調和しやすい

10YR6.0/ 1.0 低く抑えた薄灰茶色 O 明度が高いため、 連続する道路附属物等においては、 視線誘導効果が高い
◇鬱蒼と した樹林地や閉鎖的な沿道空間のある道路においては、 塗装面が大きい道路

附属物等に使用すると 目立ちすぎる場合がある
◇明度が高いため、 夜間景観においては光を反射して必要以上に日立つ可能性がある

高襴等の道路 附属物 ・ フ ァ ニ チ ャ ー類 の色彩

本 事 業 で は、 ガ イ ド ラ イ ン ・ 指 針 で 推 奨 さ

れ る 4 色 の中で、 背景色 に対 し て最 も 透過性

が 高 く 、 ス レ ン ダ ー で 明 る い 印 象 を 与 え る 、

オ フ グ レ ーを 推奨色 と し ま す。

大規模構造物 の色彩 ［鉄 塔］

鉄 塔 等 の 大 規模 構 造物 に つ い て も 、 上記 と

同様 の考 えか ら オ フ グ レ ーを 推奨色 と し ま す。

出典 ：景観に配慮した道路付属物等ガイ ドライン、 2017 年、 国土交通省

ダークグレー
1 OYRJ.0/0.2 

ダークブラウン 1 オフグ レー
1 OYR2.0/1.0 5Y7.0/0.5 

グ レーベージュ
10YR6.0/1.0 
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05 デザイ ンの考え方 ／全エ リ ア共通

(3) 未来技術

次世代 モビ リ テ ィ の走行性や安全性の確保

本事業で は、 環境負荷が少な い次世代モ ビ リ テ ィ の走行を

想定 した道路の整備を計画 して います。 そのため、モ ビ リ テ ィ

の走行性に影響する路面の平滑性等を考慮 した舗装 （明色性 ・

塑性変形抵抗性に優れる 半たわみ性舗装）を検討 し ます。また、

歩行空間と の分離や、 特定小型原動機付自転車の交通ルール

の理解を促 し、 安全性の確保を 目指すこ と と し ます。

市民活動の支援

事業の工事中も 、市民等の活動スペース の確保に努めサポー

卜する こ と を検討 して いま す。 市民ワ ーク シ ョ ッ プや市民等

が活動 したいこ と の実現に向けて、 整備内容への反映を念頭

に、 市民等 と 継続的な情報交換がで き る 仕組みを検討 して い

き ます。 また、 周辺企業の声を伺 い、 市民等の活動 と も 併せ

て活動 しやすい空間や仕組みづ く り （例 ： ト ラ イ アルサ ウ ン

ディ ングな ど） で行政が連携する こ と を検討 して いき ます。

裾野市内に拠点を持つ、 竹林整備やコ ミ ュ ニテ ィ 醸成を行

う 団体 と 竹チ ッ プ活用を 目指す連携や、 地域で育 まれて いる

移動可能な植栽の技術、 地域産業の 1 つであ る 芝生の活用を

検討 して いき ます。

環境負荷低減を 図る 検討

未来の環境負荷の低減に寄与する 「プラ ス チ ッ ク 含有再生

木材 （再生困難なプラ ス チ ッ ク を活用）」 を、柵の笠木、ベンチ、

デッ キ等の素材と して採用する こ と を検討 して います。

また、 地域で活躍する 団体の竹林整備活動で発生 した竹を

チ ッ プ化 し、 舗装材料の素材 と して利用する こ と （竹チ ッ プ

舗装） を検討 して います。

市民 と と も に公共空間を彩る イ ルミ ネーシ ョ ン活動に際 し

て は、 太陽光発電等の再生可能エネルギ ーの活用を選択肢の

1 つと して検討 していき ます。

画像出典 ： 特定非営利活動法人み ら い建設部 Facebook 

地元活動団体であ る特定非営利活動

法人みら い建設部は 2018 年か ら荒廃

竹林の整備を始め、 整備の過程で発生

する タ ケ ノ コを用いた純国産メ ンマ作

り や、 枯竹か ら竹炭を作 り 遊休農地の

土壌改良剤と して さ つまいも 栽培等に

利用する などの活動を行っています。

竹チッ プ舗装

＋

口 デザイ ンの考え方

〈デザイ ン対象物〉

廃プラ ス チ ッ ク 廃木材

V 

V 

プラ スチ ッ ク 含有再生木材

画像提供 ：株式会社 LIXIL 
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(1) 
・ 岩波駅 から 国道 246 号横 断歩道橋 まで一 貫性

の あ る デザ イ ン と する た め、 舗 装 につ いて も 全

体で統一 を 図る ~ 二D 
・ 岩 波 の 風 景 に馴 染 むよ う に、 自然 の 骨材 を 活

か した舗装 と する 露

・ 人やパ ーソ ナル モ ビ リ ティ な ど多様 な利 用者 に

配慮する C□D 豆
・ 竹チッ プ舗装等 、 地 元産 の素材 を 使用する

鱈

自転車道 ：半たわみ舗装,,_ ,— ..,.,

事例写真

・ 変形抵抗性に優れ、 わだち掘れの発生

を抑制でき、 走行性に優れる。

・ グレーをベース と した舗装 と なる が、 着

色するこ とも 可能で景観性に優れる。

歩道 ・ 橋梁部 ： 洗い出し樹脂舗装

< 
※ '

ウ ーブン ・
シテ ィ

ヽ 一富士山

方向 、
＼

国道246 号横

／
／

竹チッ プ舗装
（旧市道1264 号線）＝＝＝ー~ ,

事例写真

・竹の廃材を利活用、 ベージュ

系のあたたかみのある舗装

·T=30 

N 
0 10 20 50m 
—-― ①

飛石 （階段部等）

. . .·. : 

事例写真

。錆御影石

·T=60 

I I 

＼ ヽ

事例写真

・ 自然石の風合いを活かした景観性に優れる舗装。

・ 通常の洗い出し舗装と違い、 透水性とするこ とで雨水流出

抑制効果がある。

。同時に実用十分な強度と耐久性を有している。

※ウ ーブン ・ シティ は ト ヨ タ 自動車 （株） が建設を進める実証実験の衡であ り 、 裾野市の整備計画に含まれていません。

16 

Jl ※※「駅前拠点誘導施設 （賑わい拠点誘導施設）」 「観光交流拠点 ・ 情報発信施設」 については民間活力を活用した整備を検討
します。
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05 デザイ ンの考え方 ノデザイ ン対象物 （全体）

(2) 柵類

柵 類 は、 以 下の種類が あ り ます。

・ 横 断 防止柵

・ 車止 め

・ 歩車分 離標 (I 型 、 門型）

・ 高欄

・ 転 落 防止柵

共通 （歩車分離標を除く）

。ス チ ール製 と す る こ と で 部 材 を 細 く し、

構造物 の透過性 を 高め る

■歩車分離標

日

1 型

※

ウーブン ・
シティ

無彩色の既製品を選定
（横断防止柵・車止めのオフグ
レーにイメ ージを合わせる）

⑫

ポ リ ウ レタ ン樹脂
H=800mm 
(!>=83mm 
ベース (!>=93mm 

目像出典 ：保安道路企回株式会社
公式サイ ト （ポス ト フ レッ ク ス）

門型

特殊ウ レタ ン樹脂
H=600mm 
W=800mm 

（柱心間）
ベース cp=96mm 

口像出典 ：積水樹脂株式会社
公式サイ ト （あいポラ ー ド）

車 止 め

歩車分離標

1 型
門型

高 欄

．
-1~ 

．．
ー 一 口 ①②③

＞

■横 断防止柵、

車止め
オフグ レー
5Y7.0/0.5 

• 

横断防止柵 車止め

柱 <t>=34mm <t>=30mm 
横桟 <t>=34mm H=800mm 
H=800mm 

画像出興 ： ヨ シモ トボール株式会社公式サイ ト
（オフグレーのイ メ ージに加工）

駅前広場の横断防止柵については
設置位置を要協議

・ 横 断防止柵 につ いて は、 景観 性 及 び安

全 性 を 考 慮 し、 周 辺 の見 通 し を 確 保 す

る た め横桟型 と し ます。

・ 高欄 、 転 落 防止 柵 について は、 子 ど も

がよ じ登 り にく い縦 桟型 と し ます。

バルコニー乗 り 越え防止の基準ほか
出典 ：優良住宅部品評価基準 墜落防止手すり P.8,9 

■ユニッ ト天端までの基準寸法 （抜粋）

バル: ー用 I:; の 1;; 牛； 点の場合 I 腰； : : : : : : こ ｌ さ以上
■高欄

• .s..e 種 と し、 橋梁部 に設置 し ます。

・ ウ ーブン ・ シテ ィ 入 口 に近 い国道 246 
号横 断歩 道橋 は、 人 々の滞留 ス ペ ース

と な る こ と を 想 定 し、 高 欄 に裾 隠 し を

設 け ます。 裾 隠 し か ら 手 摺 ま で の 高 さ

を 800mm 以上 と する こ とで、 裾 隠 し

に足 を か けて も 乗 り 越 え にく い構 造 と し

ます。

■転落 防止柵

. .e 且 と し、 橋 梁以外 の道 路 天端や公 園

敷地端部、 デッ キ部等 に設 置 し ます。

・ 国道 246 号側 と 、 公 園川側 の張 出デッ

キ の一 部の転 落 防止柵 は、 橋 梁部 SP 

種 の 高 欄 と 意 匠 を 合 わ せ る も の と し ま

す。

• その他 の転 落 防止柵 について は、 主 要

動 線 を 外 れ て いる た め、 特 注 で は な く

シンプル な既 製品の柵 と し ます。

高欄と 目線が同じ程度の児童を想定した場合、 児童の重心は腰よ り少し
高い位置のため、 裾隠しに足を掛けて登ったと しても、 高欄よ り重心が
高く なるこ とはない。 そのため、 前方へ転落する可能性は低い。

可るす薄
い

転

北

〗
予
1
「
退）

国

・

q
―

|]
-T'

~_./ 戸 I おn I'C ヽt ●I:=:-" l 「
〈高欄と 転落防止柵のデザイ ンバタ ーン〉

246 号横断橋、 曲線橋、 黄瀬川橋梁の高欄は、 プラスチック再

生木材を活用した笠木 （トップレール） を設けます。ノ

- ①

裾隠 し ： あ り

笠木 ： あ り

疇
②

裾隠 し ： な し

笠木 ： あ り

高欄のトップレール内にはライ ン照明を備えます。 また、 主要動線の転落防止柵のデザイ

ンを統一するこ とで、 連続性を演出します。 （戸鱈 饂 （四

疇
③

裾隠 し ： な し

笠木 ： あ り

（立ち上げ）

.. 
④

高欄 と 意匠を

合わせた特注品

（支柱タ イ プ）

⑤

シンプルな縦桟の既製品

鉄製、 オフグ レーの製品

と する

数値は現時点の参考値であり、
変更する場合があり ます。
デザイ ン図はイ メ ージであり、
詳細が異なる箇所があり ます。

CB 
0 10 20 50m - ―一

※ウ ーブン ・ シティ は ト ヨ タ 自動車 （株） が建設を進める実証実験の衡であ り 、 裾野市の整備計画に含まれていません。

18 

※※「駅前拠点誘導施設 （賑わい拠点誘導施設）」 「観光交流拠点 ・ 情報発信施設」 については民間活力を活用した整備を検討
します。
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05 個別デザイ ンの考え方 ／デザイ ン対象物 （全体）

(3) 照明

・ 岩波駅 と ウーブン ・ シティ を結ぶ主要動線を

統一感のある 明かりで繋ぐ (岩 工）

・ 照明器具の色彩 （オフグレ一） を統一する

⊂亘）

・ 富士山への眺望を尊重し、 構造物そのも のが

主張しないシンプルなデザインとする C□D 
。極力高い照明柱を立てずに高欄照明やベンチ

照明、 庭園灯等の背の低い照明で昼間、 夜

間とも に景観に配慮した照明計画とする

翻

・ 駅前広場のポール照明は、 良好な景観の妨

げにならないよ う 、 視点場からの眺望に配慮

し設置位置を調整する 饂

・ 人の滞留スペース にはあかりの溜まり をつくる

饂

・ 暖色系 (3000K 程度） を用いる こ とで温かみ

のある明かり とする 饂

·LED を採用し維持管理性を考慮する （四

橋梁 （道路） ： 平均照度 5lx 以上

公 園 ： 平均照度 3lx 以上

● 庭園灯

高欄照明

〇 歩道照明

● 道路照明

オフグレー
5Y7.0/0.5 

■高欄照明 （橋梁部）

O
L
6

トップレール照明
・ トップレール裏に照明を連続的に設置する

図中の数値は現時点の参考値であり、変更する場合があります。

3
0
oJ

ク
」

月
「

高さ ： 3.5m 
径 ： <!>139.8mm 

■道路照明

高さ ：8m 
径 ：¢139.8mm 
（明かり ：3000~4000K を想定）

高さ ：850mm 
径 ：¢43.0mm 

戸
山田照~ 式会社ー＿＿

／

※ウーブン ・ シティ はトヨ タ 自動車 （株） が建設を進める実証実験の衡であり、 裾野市の整備計画に含まれていません。
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※※「駅前拠点誘導施設 （賑わい拠点誘導施設）」 「観光交流拠点 ・情報発信施設」 については民間活力を活用した整備を検討
します。
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05 個別デザイ ンの考え方 ノデザイ ン対象物 （全体）

(4) 植栽

・ 駅前から公園まで樹種に一貫性のある植栽計画とする (A-1 
・ 視点場からの眺望に配慮した樹木の配置とする 回
・ 人の交流や休憩の場所と なる と ころには、 木陰と なる

よう な樹木を配置する 饂

・ 近隣樹林地の植生や土壌にあった樹種を選定する 一

・ 地元技術である 「SG (軽量薄層緑化） 等を活用する

・ 軽量で維持管理に優れる植栽の活用を検討する

活用にあたり、 地域産業や市民参加の取組みと の連

携を考慮する 戸
・ 維持管理しやすさを考慮した樹種の選定 。配置とする

饂 （Ｄ

植栽の選定に当たり、 現場周

辺並びに富士山周辺の植生を

参考にした。

①黄瀬川

三島溶岩流を浸食する黄瀬川の両岸には、 ケヤキやモミ

ジ類の森が連なっている。 川沿いの急斜面に自生するよ

う な樹種を選定した。

→ケヤキ、 イ ロハモミ ジ、 オオモミ ジ、 ウラジロ ガシ、

アジサイ、 ユキャナギ、 ドウダンツツジ

②富士山麓

富士山の周辺に堆積した溶岩等の火山堆積物の上には、 人の

手入れも相まって他の地域とは異なる独特な植生が成立して

いる。マメザクラをはじめ、富士山周辺に多い樹種を選定した。

→サクラ （マメザクラ ・オカメザクラ）、 イタヤカエデ、 ハナミ

ズキ （ヤマボウシのイメ ージ）、 ジャノメマツ、 シャクナゲ

■高木植栽
イ タ ヤカエデ

ィ ロ ハモ ミ ジ

ウ ラ ジ ロ ガシ

マメ ザク ラ ・ オカメ ザク ラ

ケヤキ

ハナミ ズ キ

※ウーブン ・ シティ はトヨ タ 自動車 （株） が建設を進める実証実験の街であり、 裾野市の整備計画に含まれていません。
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05 個別 デザ イ ン の考 え方 ／デザ イ ン対象物 （全体 ）

(5) サイ ン ・ 路面標示

• サイン筐体はサインのサイズに関わらず統一性を持たせ、 周囲の景観に溶け込む

よう シンプルでスレンダーな形状とする C□... 
• サイン筐体 ・支柱の色彩 （オフグレ一） を統一する

・表示内容はだれも が判別しやすい大きさ、 色とする

⑫

一

・市民活動やイベントを周知するための案内 ・短期的な情報は集約して掲示する

●□D 饂
國國・内容や機能に応じてデジタルサイネージ等を検討する

• 海外からの来訪を想定し、 多言語の表記とする

• 安全、 安心な移動のため、 適切な位置と機能を確保したサインを設置する

C□D 翻

―■代表的なサイ ンの種類

サインの種類 サインイメージ 詳 細

総合サイン □| 
・エリア全体マップ、 各

種情報を記載
・地域資源の案内や、

公共交通の利用案内
等を記載

・駅前広場や滞留 ス
ペースに配置

施設サイン
□

い ロ
• 本事業のこだわり等

を表示
・施設名称及び施設説

明、 利用案内を記載
。各施設の入口付近に

配置

C コl I , 

I , 

誘導サイン 1 ト

1 ト

・適切な誘導を促す誘
導表示

・エリ ア内の分岐点等
に配置

■視距離に応じた
文字の大きさの目安

視距離に応 じた最低文字寸法を

設定する。

総合サイ ン及び施設サイ ンの見

出し、 誘導サイ ンの和文は、 設

置 位 置 を 考 慮 し、 視 距 離 を

10m 程度に設定する。

視距離 和文文字高 英文文字高

30 m の場合 120 mm 以上 90 mm 以上

20 m の場合 80 mm 以上 60 mm 以上

10m の場合 40 mm 以上 30 mm 以上

4~5m の場合 20 mm 以上 15 mm 以上

1~2m の場合 9 mm 以上 7 mm 以上

※ 1 

● 総合サイン

● 施設サイン

● 誘導サイン

● 道路標識

● 路面標示

● 掲示板

．．．，線形誘導

■路面表示 5=1/40 
（ピク トグラム）

利用者の出入 り が想定

さ れ る 場所に通行区分

の表示を行う 。

道

下
電
ド

上

歩

・
穴〗…通

E
E
95

示表

］↑
鼎

（速度抑制） 曲線部手前で減速路面標示によ る注意喚起を行う 。

■■■
■■■■■■

SLOW 
DOWN_,_ 
I 1,100mm I 

E
E

毯．
L

■線形誘導 （壁面反射） 5=1 /20 
縁石側面に反射タ イ プの線形誘導を設置し、 曲線区間につ

いての注意喚起を行う 。
コ ンク リ ー ト用反射シー ト

／
ーＩ Ｉ

z

①
0 10 20 

一

■図色と地色の明度対比例

高齢者や色覚障害のある 方

も 判別 しやすい明度差、 配色

とする。

※ 1 
出典 ：

公共交通機関の旅客施設に関する移動等

円滑化整備ガイ ドライン

バリ アフリー整備ガイ ドライン旅客施設編

［令和4 年3 月
国土交通省総合政策局安心生活政策課］

．＂＂"＂＂
＂＂口＂

"＂""
聞
0
の
鵬
震

「 ゴ 「――l 

. .,_ ．゚E
E
O
l
v

図中の数値は現時点の参考値
であ り 、 変更する場合があ り
ます。

§
の
綱
塵

，＂
E
E
88一

■規制標識 5=1/40 
サイズは 450mm と し、 支柱

形状は直柱タイプとする。

· • ~暉

※ウーブン ・ シティ はトヨ タ 自動車 （株） が建設を進める実証実験の街であり、 裾野市の整備計画に含まれていません。
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※※「駅前拠点誘導施設 （賑わい拠点誘導施設）」 「観光交流拠点 ・情報発信施設」 については民間活力を活用した整備を検討
します。
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05 デザイ ンの考え方 ／デザイ ン対象物 （エ リ ア毎）

(1) 国道 246 号横断歩道橋エ リ ア

※
ウーブン ・ シティ

国道246 号横 断歩道橋 工;t~ ヽ

0 10 20 50m 
z

①

エ リ ア資源

国道 246 号横断歩道橋エ リ アの
主要視点場 と 求め ら れる 条件

● 橋の上から富士山方向 （ウーブン ・ シティ ）

橋の上から富士山方向 （ウーブン ・ シティ）

を眺める にあたり、橋上の構造物が主張せず、

眺望を妨げないこ とが重要です。

〇 橋の上から黄瀬川公園エリ ア、 箱根山方向

橋の上から黄瀬川公園エ リ ア、 箱根 山方

向を眺める にあたっても 、 同様に橋上の構造

物が主張せず、 眺望を妨げないこ とが重要で

す。

〇 橋の東側か ら橋軸方向

ウーブン ・ シティ に向かう にあた り、 ゲー

トウェイ と しての役割や設えが求められます。

また、 ウーブン ・ シティの入口と同時に眺め

られる ため、 ウーブン ・ シティ との親和性が

求められます。

● 国道 246 号を走行する 車両から橋方向

国道 246 号を利用する車両からの眺めに

配慮 し、 周辺景観 と調和する 形状、 色彩が

求められます。

国道 246 号横断歩道橋エ リ アの
主な活動イ メ ージ

〇 富士山、 黄瀬川公園エ リ ア、
箱根山方向を眺める

橋を利用する 人が、 橋の上から富士山方

向 （ウーブン ・ シティ） や箱根山、 岩波駅方

向をゆっくり眺める こ とが想定されます。

ー

【”

3

① 交流や休憩

橋を利用する人が交流したり、 移動中に休

憩したりする こ とが想定されます。

富士山 箱根山

※ウープン ・シティはトヨタ自動車 （株） が建設を進める実証実験の街であり、裾野市の整備計画に含まれていません。
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05 デザイ ンの考え方 ／デザイ ン対象物 （エ リ ア毎）

(1) 国道 246 号横断歩道橋エ リ ア

個別デザイ ンの考え方

・ 周辺景観 と の調和を図る ため、 近接する 国道 246 号横断歩道橋 と 曲線橋の形状は、 変化を抑え構造物と

しての主張を軽減する 一
・ 構造物の最小化を 目指 し、 シ ンプルでス レンダーな側面形状 と し、 フ エイ シ アラ イ ンや橋台のウ ィ ング

形状に配慮する 臨

・ 箱根山方向への眺望を妨げな い工夫 と して、 高欄は透過性の高いデザイ ン と する （亘~ ~
．座れる 場所を設け、 交流が生まれる よ う なス ペース をつく る （翻

・ ベンチの座面には環境負荷低減に配慮さ れた廃プラ ス チ ッ ク が含有さ れた素材を使用する ~ ―③

• 岩波駅～ウ ーブン ・ シテ ィ 間の景観形成のため、 舗装や高欄等は統一的な意匠を用いる （四

側面図 5=1:200 
至 ： ウーブン ・ シティ

地覆形状の陰影によ リ ス レンダーに見せる

至 岩波駅

桁のフ エイ シアラ イ ンを
橋台ウィ ング まで通 して
構造物毎の変化を抑える

r
ー

ー

ー

1
9
1
ー

I
I

ー

―
■

〇

r
ー

ー

ー

ー

桁断面図 5=1:150 橋台 正面図 5=1:250 
350 30 100 350 

I 

ス レンダーに見えるよ う
地覆を二つの面に分割
→曲線橋も同じ形状

C1L 

OIi D II□

図中の数値は現時点の参考値であ り 、 変更する場合があ り ます。

o
o
o
9

伸縮装置は、路面に打ち放しコン
ク リ ー ト が露出しないよ う 工夫

伸縮装置を路面のみと し、
地覆部分に存在感を出さ
ないよ う に配慮する

―――――~ ,

‘、:

llllfjll 

ウィ ングのイ メ ージ
（伸縮装置の打ち下ろ しは無し）

※ウーブン・シティはトヨタ自動車 （株） が
建設を進める 実証実験の街であ り 、 裾野市
の整備計画には含まれていません。

→P20-21 照明を参照

ウ ーブン ・ シ ティ ※と の親和性 〇

・ ウーブン ・ シティ の個性的な建築や外構 との親和
性を考慮したシンプルな形状、 主張しない構造 ・
デザイン

・ 高欄照明を用いたシンプルなライ トアップによ り、
ゲートウェイ を演出

公表イ メ ージ
画像提供 ：TOYOTA WOVEN CITY 公式サイ ト よ り

28 29 



05 デザイ ンの考え方 ／デザイ ン対象物 （エ リ ア毎）

国道246 号横断歩道橋 橋梁デザイ ン

(1) 国道 246 号横断歩道橋エ リ ア

上部工断面形状 翻

・ 地覆を 3: 1 に分割す
る こ と で、 光 の 陰影
に よ り 実際 よ り も 桁
高を低 く 見せる工夫

・シンプルでス レンダー
な側面形状を実現

排水管 ：A2 橋台北側 饂

・A2 橋台 （岩波駅側） の北側 1 箇所に橋面の排水管を設置

・ 地覆形状に合わせる こ と で 目立ち にく い工夫

図中の数値は現時点の参考値であ り 、 変更する 場合があ り ます。

排水管のサイ ズ ー—
,_, 200*50 

I I 

擁壁 ：大型プロック ー

・ 耐震性 に優れ、 折れ角部 に現場打ち コ ン
ク リ ー ト を 用 いずに施工で き、 景観的に
統一する こ と がで き る 工法を採用する

・ 低明度で テ ク ス チ ャ ーがあ る ため、 時間
と と も に周辺景観に馴染む

←事例写真

~ ■

階段下侵入防止柵 （御宿第一横断歩道橋）

１

• • • • • • • 侵入防止相設置位置

｀↑国道246 号横断歩道橋
ヽ ヽ

ヽ

・ 御宿第一横断歩道橋の階段下侵入防止柵は、 ダー
ク ブラ ウ ン と する こ と で存在感を消 し、 階段のみ
が構造物 と して際立つよ う にする

ダーク ブラウ ン

1 OYR2.0/1.0 →P18-19 柵類を参照
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05 デザイ ンの考え方 ／デザイ ン対象物 （エ リ ア毎）

国道246 号横断歩道橋 橋面デザイ ン

(1) 国道 246 号横断歩道橋エ リ ア

~ 

＝ ”
■夜景のイ メ ージ

→P12-13 色彩、 P18-19 柵類、 P20-21 照明を参照

高欄 ：SP 種
・ プラ ス チッ ク 再生木材の活用によ る環境配慮 鱈

• 鉄を用いたシン プルで透過性の高いデザイ ン （翻 宣

・ 高欄 ト ッ プレールに照明を設置 雪

・ 高欄塗装色は、 ふ じの く に色彩 ・ デザイ ン指針な どを踏まえ、

自然地で空の比率が大き いこ と から、 オフグ レーと する ⑫

オフグ レー

5Y7.0/0.5 

二 ；~再生初 ）

’’’’ □7 
→P16-17 舗装を参照

自転車道 ：半たわみ性舗装 (hl)(j 三D 
• ア ス フ ァ ル ト 混合物 にセ メ ン ト ミ ルク を

浸透さ せた舗装
・ 走行性に優れる と と も にグ レーの色味が

周辺景観 と 調和する

事例写真

→P14 未来技術を参照

歩車道境界部 ： プラ ス チッ ク 含有再生木材

饂〇
・ 座れる 場所を設ける
．座面には廃プラ ス チ ッ ク が含有 さ れて いる 環境
負荷軽減に配慮 した素材を使用

・ 座面の色はグ レーと する

プラス チッ ク 含有

再生木材

コ ンク リ ー ト

事例写真

450 

l l 

ク 座面カ ラ ー

→P16-17 舗装を参照

歩道部 ： 洗い出 し樹脂舗装

・ コ ンク リ ー ト やモルタ ルを下地 と して
表面を洗い出した樹脂系の舗装

・ 骨材が選べる ため、 自然石の骨材によ
る 風合いが良 く 、 景観性に優れる

A- 如
´ - - 

L ー 、＿

一 ~---- -´--- 1 、r~ ―~ 

ーニー、． ：」 」 iiili ＝ヽ ―

ー ・.. . - . ~ 
一 乏

',_ 

＼

事例写真

〗

o
o

O
L
6

■立面図 ■断面図

橋面排水 ： 鋼製排水溝 伸縮装置 ー
・ 歩道側に設置さ れる ため、 歩道用のグ レーチング タ イ プと する
・ 伸縮装置は、 打ち放 しコ ンク リ ー トが露出しな いよ う 工夫

TX ー668 事例写真 事例写真

32 図中の数値は現時点の参考値であ り 、 変更する場合があ り ます。 33 



05 デザイ ンの考え方 ／デザイ ン対象物 （エ リ ア毎）

(2) 黄瀬川公園エ リ ア

ヽ

．．`

ro c: コ

＝＝＝＝＝フ

エ リ ア資源

富士山

黄瀬川沿いの樹林地 黄瀬川

0 10 20 

一
50m ①

黄瀬川公園エ リ アの主要視点場 と 求め られる 条件

〇 曲線橋手前か ら富士山方向

富士山方向を眺めるにあたり、 眺望を妨げない

ことが重要です。 弧を描く道路景観をすっきり と見

せることが求められます。

● 国道 246 号の車両から 曲線橋方向

国道 246 号を利用する車両からの眺めに配慮

し、周辺景観と調和する形状、色彩と、その統一性・

連続性が重要です。

● 緑道中央から富士山方向

富士山方向を眺めるにあたり眺望を妨げないこ

と、 歩行者の休憩時の安全性と快適さへの配慮

が必要です。

〇 旧市道の回路か ら富士山方向

富士山方向を眺めるにあたり眺望を妨げないこ

と、 巡り場と して周辺樹林地と調和した空間づく

り、 歩きやすさが求められます。

● 黄瀬川公園デッ キから富士山方向

富士山方向を眺めるにあたり眺望を妨げないこ

と、 人々の滞留空間となるよう 、 座り場と しての

快適さへの配慮が必要です。

① 黄瀬川公園張 り 出しデッ キから対岸方向

黄瀬川や対岸の賑わい施設や橋梁、 駅や箱根山ヘ

の眺望を妨げないこと、 人 の々滞留空間となるよう、

細部の設えにも配慮することが重要です。

● 御宿第二横断歩道橋か ら黄瀬川公園方向

公園方向を眺めるにあたり、 公園の南北に接し

ている道路側の法面景観への配慮が必要です。

黄瀬川公園エ リ アの主な活動イ メ ージ

〇 富士山方向を眺める

公園を利用する 人が、 富士山を眺めながら

通行したり、 デッキ等からゆっく り眺望を楽しん

だりする こ とが想定されます。

〇 会話や休憩等の交流

公園を利用する 人が、 張 り 出しデッキやスク

エアデッキ等で眺めや会話な どを楽しんだ り、

移動中にベンチで休憩 した りする こ とが想定さ

れます。

※ウ ーブン ・ シティ は ト ヨ タ 自動車 （株） が建設を進める 実証実験の街であ り 、 裾野市の整備計画に含まれていません。
※※「駅前拠点誘導施設 （賑わい拠点誘導施設）」 「観光交流拠点 ・情報発信施設」 については民間活力を活用 した整備を検討 し ます。
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05 デザイ ンの考え方 ノデザイ ン対象物 （エ リ ア毎）

(2) 黄瀬川公園エ リ ア

個別デザイ ンの考 え方

。曲線橋は国道 246 号横断歩道橋と同時に眺められるため、 国道 246 号横断歩道橋と統一 した側面形状 （地覆

と 高欄） と し、 周囲の眺望を妨げないよ う 、 シンプルでス レンダーな構造形式とする C 四
• 富士山への眺望を妨げない工夫と して、 柵類は透過性の高いデザイ ンと する （ 亘―D 饂
・歩車道境界部に休憩でき る縁石ベンチを設置し、 公園内には滞留スペース （デッキ ・ベンチ） を設ける ~ ーD 

・ デッキやベンチの座面には、 廃プラ スチッ ク が含有された環境負荷低減に配慮した素材を使用する （ 三③

・岩波駅～ウーブン ・ シティ 間の景観形成のため、 舗装や高欄等は統一的な意匠と する ⑩

・付属物、 ファニチャー類の形状や素材及び色彩 （オフグ レ一） を統一する CIT) 

曲線橋 橋梁デザイ ン／橋面デザイ ン

→P18-19 柵類を参照

高欄 ：SP 種 （→P38-39 に詳細）

• 国道246 号横断歩道橋 (P33 参照）
のデザイ ンを踏襲する が、 裾隠 しは
付けない

。曲線状の割付に配慮する

上部工断面形状／地覆形状 （回
• 国道246 号横断歩道橋 と 同様の考え方で、 形状を統一する
(P30-31 参照）

橋面排水 ：鋼製排水溝／伸縮装置 ー
• 国道246 号横断歩道橋 と 同様の考え方で、 形状を統一する
(P33 参照）

歩車道境界部縁石

。曲線橋の区間は標準の縁石 と する

200 
「 ↑

tlD 

→P16-17 舗装を参照

歩道部 ：洗い出し樹脂舗装 回 ~

自転車道 ：半たわみ性舗装 国 翻

・ 国道246 号横断歩道橋と 同様の考え方で統一する
(P32-33 参照）

縁石部断面図 (5=1 /20) 

図中の数値は現時点の参考値であ り 、 変更する 場合があ り ます。
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05 デザイ ンの考え方 ／デザイ ン対象物 （エ リ ア毎）

曲線橋 橋面デザイ ン

(2) 黄瀬川公園エ リ ア

■夜景イ メ ージ

E
」

p 

r ~ 璽 ＇

茫

― ― ―

llllllr ; ~ .. ョ ョ ー
□贔.. , ´ 
I II 」

口■■
一 ― ―~ 二 翌■ ■■■■■＝躙

-- 屁

Cl'!! 「●■■9 

"""11-H =-~ 
→P12-13 色彩、 P18-19 柵類、 P20-21 照明を参照 一高欄 ：SP 種

• 国道 246 号横断歩道橋か ら の連続性を

確保する ため、 形状及び素材や色彩等

のデザイ ンを統一する C 四
(P33 参照）

・ 当該区間について は滞留スペース と

しな いため、 裾隠 しを不要と する

オフグ レー
5Y7.0/0.5 

二 男；；ス; ;元晶~80 

0
い
6

■立面図

ライン照明（翻

■断面図

ト ッ プ レ ール

（プラスチッ ク 含有再生木材）

曲線部の高欄の割付について

・ 市道 1264 号線の線形

は、 一部ク ロ ソイ ド曲線

が採用されている

。曲線橋の高欄のベース

プレートの隙間が、 曲線

の外側で開いて 目立って

し ま う こ と を 防ぐた め、

ベースプレートは台形状

とする

■ □里■

・ ト ップ レールの再生木材 （笠木） について は、 ベース プ レー ト (1280mm ピッチ） の更 に半分 の長 さ
(640mm ピッチ） とする こ とで、 なるべく曲線に見えるよう な配慮を行う

図中の数値は現時点の参考値であ り 、 変更する場合があ り ます。
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05 デザイ ンの考え方 ／デザイ ン対象物 （エ リ ア毎） (2) 黄瀬川公園エ リ ア

→P12-13 色彩、 P14 未来技術を参照

目こ
リ

＿．^'r•~-´ 

■- ~ ■

記

l"JZ 
~ 

屋 脆■~ ―

歩車道境界縁石 （ベンチ部）

・ 登り勾配となるため、 歩行者の休憩用ベンチを設置する

・ ベンチ部の座面はグ レーとする

■断面図 座面カラ ー

縁石部 ベンチ部 ベンチ部

450 
450 I 

旱
烏「 ~r （／芭「 「 丁

2900 

↑
1300 ↑300 ↑ 1300 

~r 
5=1/40 

.- 

一 一
L →P18-19 柵類を参照

歩車分離標

・ 高欄や車止め等、 他の柵類がオフグレー

である こ と から、 イ メ ージを合わせて無

彩色を選定する CH) 翻

·- ■1 型
・ ポ リ ウ レタ ン樹脂

·H800 、 <t> 83 
・ ベース〇93 

画像出典 ：保安道路企画株式会社

公式サイ ト （ポス ト フ レック ス）

画像出典 ：積水樹脂株式会社
公式サイ ト （あいボラード〉

■ 門型

・ 特殊ウ レタ ン樹脂
·H600 、 W800 (柱心間）
・ ベース ct> 96 

→P16-17 舗装を参照- 
歩道 ・ 土工部 ： 透水性洗い出 し舗装

・自然石の骨材を使用し、路面を洗い出した舗装であ り、

自然石の風合いを活かした景観性に優れる舗装

⑱ ~

。通常の洗い出し舗装と違い、 透水性 とする こ とで雨水

流出抑制効果がある 饂

事例写真

自転車道 ： 半たわみ舗装 (g) 翻
(P32 参照）

御宿第二横断歩道橋付替部、 ス ロ ープ

・ 国道 246 号、 市道 1-12 号線に面する 南側斜面は、

擁壁構造を避け法面とする 鱈

転落防止柵

o
o

o• - 
m゚ 

O

S

"

オフグ レー

5Y7.0/0.5 

L. ‐UU 

50 14@150 耳2700 50 

ユ 6 ー5 
ヽ

/Ts 日"苧●x うl 

■ II 

• II ノ

■
II 

逗 し

・ 車道側 は高欄 (SP 種） のデザイ ンに合

わせた P 種柵と し、 黄瀬川沿いの園路に

ついてはメ イ ン動線から外れる ため、 シ

ンプルな既製品の P 種柵とする

• 鉄を用い、 シンプルで透過性の高いデザ

インとする

。色彩はオフグレーで統一を図る

(H)(H)~@) 國

24 00 

→P18-19 柵類を参照

■ メ イ ン動線の転落防止柵
(P 種）

設置個所 ：

・国道 246 号側の法面

・張り 出しデッキ

■ メ イ ン動線を除く 個所の転落防止柵 (P 種）

設置個所 ：黄瀬川沿いの園路斜面

▽ GL 

」` ノ

"'I 

匹 5 

~ 、

＿ 二逗

..... 

” ＼

＼ ．^ ・•v ●^

細

40 図中の数値は現時点の参考値であり、変更する場合があり ます。 41 



05 デザイ ンの考え方 ／デザイ ン対象物 （エ リ ア毎）

ベ ン チ ・ デ ッ キ （共通）

飛石 （階段部等） ~

・錆御影石

・ 自然石の風合
いのあ る舗装
と する

・ 丁60 

(2) 黄瀬川公園エ リ ア

→P12-13 色彩、 P14 未来技術を参照

■ベンチ

プラ ス チッ ク 含有

再生木材

コンク リート

※溶岩の発生材がある 場合は
ふと んかご （角形 じゃかご） も 検討する

,」
" （ベン●震圃9 

トユ

440 
プラ ス チッ ク 含有

再生木材

※前面を裾隠 しする

照明を入れる こ と も 想定

（，，ッキ範圏）2980 
(220-5)'1J=2925 

5=1/15 

事例写真

→P16-17 舗装、 P14 未来技術を参照

竹チ ッ プ舗装
（旧市道 1264 号線）

露 （匡v~ 
・竹の廃材を有効活用する

・ベージュ系のあたたかみ
のある舗装と する

·T30 

事例写真

張 り 出 し デ ッ キ （ベンチ ・ デッキ と共通）

・ ベンチ ・ デッ キ と素材、 意匠の統一を図る (A 亘）

・ バリ アフ リ ーに配慮した動線 ・構造と する 翻

・維持管理性に配慮する （回 國

・ メ イ ン動線の転落防止柵と 同じと する

(P41 参照）

座面カラー

■デッキ

・構造物そのも のが主張しないシン

ブルなデザイ ンと する 翻

・手触り がよ く 、 夏に熱く な く 冬に

冷たく ならない素材を使う （回

・未来技術 （環境配慮） の素材を検

討する 饂

・維持管理性に配慮する （亘王） 國

・張り 出しデッ キや、 緑道に設置さ

れる 境界縁石ベンチ座面等の素

材、 意匠の統一を図る

⑱

(± 鯛コン... , , ..。

（ペンテ竃圏）1975 
．．

、J ビ ア Yl•17 ヽ

1 デッキ11■1,.. 

1 ベン●艶躙） " "

（デッキ範11)2 蒻0 
（ペンチ範鰐）'975 

（土閏コン範囲）2920 

a 

▽249. 34 
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05 デザイ ンの考え方 ／デザイ ン対象物 （エ リ ア毎）

(3) 黄瀬川橋梁エ リ ア

黄瀬川橋梁エ リ アの
主な活動イ メ ージ

〇 富士山方向を眺める

橋を利用する 人が、 通行 しながら富士

山方向を眺める こ とが想定されます。

0 10 20 50m 

エ リ ア資源

a,.. 

黄瀬川橋梁エ リ アの
主要視点場 と 求め ら れる 条件

⑫ 橋の上から黄瀬川、 賑わい広場、

黄瀬川公園エ リ ア、 富士山方向

橋の上から富士山方向を眺める にあた

り、 橋上の附属物等が主張せず、 眺望を

妨げないこ とが重要です。

● 富士見橋を通行する車両や
歩行者からの見え方 （下から側面方向）

黄瀬川橋梁のすぐ南側 には並行 して富

士見橋が架かっており、 黄瀬川橋梁よ り も

少し低い位置に架かっている こ とから、 側

面部の下からの景観に配慮し、 意匠等に

工夫が必要です。

● 駅側の橋詰付近から黄瀬川公園、

富士山方向

駅側の橋詰付近から黄瀬川公園エリ ア、

富士山方向を眺める にあたっても 、 同様

に橋上の附属物等が主張せず、 眺望を妨

げないこ とが重要です。

① 黄瀬川や賑わい施設 ・ 広場を眺める

橋を利用する 人が、 橋の上から立ち止

まって黄瀬川を眺めたり、 賑わ い交流施

設や広場を眺めたりする こ とが想定されま

す。

■コ
Ｅ

富士山 黄瀬川

※ウ ーブン ・ シティ は ト ヨ タ 自動車 （株） が建設を進める 実証実験の街であ り 、 裾野市の整備計画に含まれていません。
※※「駅前拠点誘導施設 （賑わい拠点誘導施設）」 「観光交流拠点 ・情報発信施設」 については民間活力を活用 した整備を検討 し ます。
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05 デザイ ンの考え方 ／デザイ ン対象物 （エ リ ア毎）

(3) 黄瀬川橋梁エ リ ア

個別デザイ ンの考え方

・ 黄瀬川 の緑 豊 か で溶岩 が 露 出 した 風景の 中に設 置 さ れ る こ と 、 また 隣接する 富士見橋や駅前拠 点施設 な ど

か ら の眺望の視 界 に入る こ と を踏 ま え、 ルーバー によ り 構 造物 の主張 を和 ら げる -

・ ル ーバ ーは、 桁側 面 を 上 下 に分割 する こ と で桁 高 を低 く見せる と 同時 に、 眺め る 角度 によ って 異 な る 表情 を

生 む配置や ピッチ と する 一
・ ルーバ ーは、 地場産業 にか か わ る材 料の採用 を検討 し、 黄瀬川の緑豊 か な 風景 に合わ せた 色 と する ~

・ 橋 台形状やア プ ロ ーチ は、 駅前拠 点施設 と の 関係 を意識する 一 〇
・ 地覆形状 の工夫 によ リ ス レンダ ーな 印象を つくる ~

・ 素材や仕上 げ は耐久性 に考 慮する こ と で、 長く良好 な 状態 を保 て る よ う に留 意する 畔

側面図 S= 1 :200 
至 ： ウ ーブン ・ シテ ィ

至 岩波駅

桁側 面 を 分割 す る こ と で桁 高 を 低 く 見せ る

駅前拠 点施設 と の
一体感 を 確保 する

二 .f fl ▽既設 富士見橋路面位 置＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
• 一 ー 一·~ - 一 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

断面図 5=1:100 

1
4
0
0

高欄ピッチとのバランスも 良く
繊細な印象を与える

図中の数値は現時点の参考値であり、
変更する場合があり ます。

添架物を隠す効果が十分に得ら
られるルーバー太さ と ピッチ

ルーバー(90mm 角・350mm ピッチ（隙間260mm)) 
46 47 



05 デザイ ンの考え方 ／デザイ ン対象物 （エ リ ア毎） (3) 黄瀬川橋梁エ リ ア

→P16-17 舗装を参照 →P12-13 色彩、 P14 未来技術、 P18-19 柵類を参照

上部工断面形状 翻

・ 地覆側面は、 国道 246 号横断歩道橋及び
曲線橋 と 同じク の字と し、 フエイ シアラ イ ン
に類似性を持たせる

3 橋とも
同じ勾配

o
o
ヾ

S
Z
l

・ 下面はルーバーの傾きに
合わせる こ とで一体感を
演出する

歩道部 ：
洗い出 し樹脂舗装

臨露

車道部 ：
半たわみ性舗装

饂 CED 
• 国道 246 号横断歩道橋及

び曲線橋 と同様の考え方で
統一する

(P32-33 参照）

歩車道境界部縁石

・ 黄瀬川橋梁の区間は標準の
縁石と する

縁石部断面図 (5=1/20) 
200 

↑ ↑

tlu 

高欄 ：SP 種

• 国道 246 号横断歩道橋及び曲線橋 と形状及び素材や色彩
等のデザイ ンを統一する

⑫

・ 曲線橋同様に曲線部はベースプレ一卜の形状や笠木のピッチ
に配慮を行う (P39 参照）

。歩道側 （北側） の笠木には立ち上げを設ける

/波 ; ; ス;~,;~i 再生初 ）

⊂
V 

- 支II 柱 38II x16 

／

... 1 ... I ... I 

■立面図

翻

饂

80 

O
L
6

■南側断面図

オフグ レー
5Y7.0/0.5 

ト ッ プ レール
てラ ラ スチック 含有再生木材）

ン照明

翻

o
o

■北側断面図

図中の数値は現時点の参考値であ り 、 変更する場合があ り ます。 図中の数値は現時点の参考値であ り 、 変更する場合があ り ます。
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05 デザイ ンの考え方 ／デザイ ン対象物 （エ リ ア毎）

(4) 岩波駅周辺エ リ ア

＼

岩波駅周辺エ リ アの主な活動イ メ ージ

〇 富士山方向を眺める

駅前広場を利用する 人が、 目の前に見え

る 富士山を眺めながら通行したり、 配置され

るデッキ ・ ベンチから、 ゆっく り と眺望を楽 し

んだりする こ とが想定されます。

0 10 20 

一
50m 

z

①

エ リ ア資源

富士山 用水や溶岩の石積み

岩波駅周辺エ リ アの
主要視点場 と 求め ら れる 条件

● 賑わい施設か ら黄瀬川、
黄瀬川公園、 富士山方向

黄瀬川や黄瀬川公園、 富士山方向への眺

めを大事にし、 付属物等が主張せず、 眺望

の妨げとならないこ とが重要です。 また、人々

の滞留空間 と なる ため、 細部の設えにも 配

慮が必要です。

〇 〇 広場デッ キ ・ ベンチから富士山方向

広場デッキ ・ ベンチから富士山方向を眺め

る にあたっては、 富士山を背景に、 地域資源

である用水や溶岩を活用する な ど、 エン トラ

ンス、 交流の場と して岩波ら しい印象を演出

する こ とが求められます。

また、 読書や待ち合わせ等、 人々の 日常

的な利用が促される空間、 誰も が歩きやすい
通行空間とするこ とが必要です。

〇 会話や休憩等の交流

駅前広場を利用する 人が、 水景施設のせ

せらぎを楽しみながら、 デッキやベンチに座っ

て待ち合わせを した り、 会話や休憩を した り

する こ とが想定されます。

〇 バーソ ナルモビ リ ティ の乗 り 換え

パーソ ナルモ ビリ ティ を利用する 人の乗降

スペース となり ます。

m 

① 車やバス、 タ ク シーの乗 り 換え

岩波駅を利用する 人の、 車やバス、 タ ク

シーの乗降スペース と な り ます。

※ウ ーブン ・ シテ ィ は ト ヨ タ 自動車 （株） が建設を進める 実証実験の街であ り 、 裾野市の整備計画に含まれていません。
※※「駅前拠点誘導施設 （賑わい拠点誘導施設）」 「観光交流拠点 ・情報発信施設」 については民間活力を活用 した整備を検討 し ます。
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05 デザイ ンの考え方 ／デザイ ン対象物 （エ リ ア毎）

(4) 岩波駅周辺エ リ ア

贔

口薔12 .. 岱

個別デザイ ンの考え方

・ 富士山や黄瀬川の景観を妨げないよ う 、 シェルターは屋根の厚みを極力薄くする

・座れる場所を設け、 交流が生まれるよう なスペースをつくる ~ ―D 
・ ベンチの座面には、 廃プラスチックが含有された環境負荷低減に配慮した素材を使用する

• 岩波駅～ウーブン ・ シティ間の景観形成のため、 舗装や柵等は統一的な意匠を用いる

・ 耐久性の高い素材を用いる こ とで維持管理性に配慮し、 良好な景観の持続性を高める

⊂工）

⊂
⑫

鱈國

横断防止柵、 車止め

・ 安全性に配慮 した見通 しの良い空間とす

るため、 横断防止柵は横桟とする 戸

・ 鋳鉄 とする こ とで細くでき、 かつ耐久性に

優れる 一饂

・ 色彩はオフグ レーとする (H) 

オフグ レー
5Y7.0/0.5 

→P12-13 色彩、 P18 ー19 柵類を参照

柱 （鋳鉄） ¢=34mm (鋳鉄）
横桟 （鋼管） ¢=34mm ¢=30mm 
H=800mm H=800mm 

口像出典 ： ヨ シモ ト ボール株式会社公式サイ ト （オフグ レーのイ メ ージに加工）

シ ェルタ ー
・ 片持ちの構造形式と し、 柱の重な り を減ら し遮

蔽物を少なくする こ とでスッキリ と したデザイ ン

とする 饂 翻

・ 地場産業にかかわる材料を用い、 岩波の緑豊

かな風景に合わせた色とする ◎

ffA 

皐 菫側

舒え廿：アルミ. . . .

三~I 知 115 

●力"- " • ミ 箪••t-2.0 寅怜皇篇 ： l-90,90,IOL-ll<J 

,十- 「 「―― ― ― ― ―

9 亀ガ9 ケ9 卜： HSRC 富酎引. . , リ コ- ンゴム）

訳 ーlltt 
●●： シリコーン．． アルミハニカムバ. .

1=104 

亥Mi 慟：L ー 225,100,10, … 13-0 

図中の数値は現時点の参考値であ り 、 変更する場合があ り ます。
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05 デザイ ンの考え方 ／デザイ ン対象物 （エ リ ア毎） (4) 岩波駅周辺エ リ ア

□□ -i, 
15 

→Pl 2-13 色彩、 P14 未来技術を参照

デッ キ ・ ベンチ CH)~ 翻饂饂(H-2 
・ 黄瀬川公園のデッキ ・ ベンチと合わせる

(P42-43 参照）

→P16-17 舗装を参照 →P12-13 色彩、 P18-19 柵類を参照

→P16-17 舗装を参照

飛石 （階段部）

・ 黄瀬川公園と合わせる (P42 参照） 四

温 ア

::., . 
_, 

＇

all 
｀ ＇

水景施設

・ 用水の流れを活用する
・ 地域資源である溶岩を活用する

臨
臨

ベンチ
・ 地域資源である溶岩を活用する こ とも 検

討する (P43 図面参照） 露

t 歩道 ・ 土工部 ：
透水性洗い出 し舗装

・ 黄瀬川公園の歩道 ・ 土工部と合わせる
(P40 参照）

⑱ （豆鱈

車道部 ： 半たわみ舗装

• その他エリ アと合わせる
(P32 参照） ⑫翻

．

o
t
l
-。•

，

三 ！I 

いo 

9 亀 ,o ， , .. o, 5 ゚ =2700 ,o 
"．．' ;-r;;, FB" 零•~

-, I 

II ノ-, 

Ｌ

メ イ ン動線の転落防止柵 (P 種）
(P41 参照）

変更する 場合があ り ます。

オフグ レー
5Y7.0/0.5 

事例写真
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